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　昭和⚕⚖年５月⚓⚑日以前に着工された木造住宅は、現
在よりも耐震性が低いため、特に耐震化が必要です。
補助対象　昭和⚕⚖年５月⚓⚑日以前に着工された木造住
宅（一戸建て住宅、長屋、共同住宅）
補助対象経費　右図工事までの流れ「茨無料の耐震診
断」、「芋耐震補強計画作成の補助」、「鰯耐震補強工
事の補助」における、茨診断に要する費用芋補強計
画の作成に要する費用鰯補強工事に要する費用

●耐震補強工事までの流れ

●撤去
　撤去費用の一部を補助します。
補助対象　道路に面するブロック塀や石塀など
補助対象経費　以下を比較して少ない額
　・撤去などに要する費用
　・撤去するブロック塀などの延長に、１斡あたり
　　⚙,⚐⚐⚐円を掛けた額
補助率　対象経費の１／２以内
補助限度額　１つの敷地につき⚑⚘万円

●改善
　安全なものに改善する費用の一部を補助します。
補助対象　地域防災計画で設定されている緊急輸送路、
避難路、避難地に面するブロック塀など

補助対象経費　以下を比較して少ない額
　・改善などに要する費用
　・改善するブロック塀などの延長に、１斡あたり
　　⚓⚘,⚔⚐⚐円を掛けた額
補助率　対象経費の１／２以内
補助限度額　１つの敷地につき⚒⚕万円

　市では地震発生時における災害を防止し、生命や財産を保護する対策を支援しています。
　補助を受けるためには事前に申請が必要ですので、ご注意ください。

　木造住宅の耐震補強支援

　ブロック塀等耐震改修（撤去および改善）の促進補助

地震がきても大丈夫ですか？　　　　　　　　　　　　　　　
地震対策に市の補助をご利用ください

⨈建築指導課（緯⚙⚘⚓－⚒⚖⚔⚔）

　住宅の倒壊時に安全な空間を確保する「耐震シェル
ター」の設置費用の一部を補助します。
補助対象　①～④すべてに該当すること
　①昭和⚕⚖年５月⚓⚑日以前に着工された２階建て以下

の木造住宅（長屋、共同住宅を除く）であること
　②「木造住宅の耐震補強支援」の茨か芋で住宅の耐

震評点が⚑.⚐未満と診断され、ステップ３の補助を
受けていない住宅であること

　③自らが居住する住宅であり、１階部分に新たに耐
震シェルターを設置すること

　④次のいずれかの住宅であること
　　・⚖⚕歳以上の人のみが居住する住宅
　　・身体障害者障害程度等級が１級または２級であ

る人が居住する住宅
　　・介護保険法第７条に規定する要介護者または要

支援者が居住する住宅
　　・療育手帳または精神障害者保健福祉手帳の交付

を受けている人が居住する住宅
補助対象経費　耐震シェルターの設置に要する費用
（本体の購入費、運搬費、設置費）
補助率　対象経費の１／２以内
補助限度額　⚑⚒万５千円

　住宅用の耐震シェルター設置助成

　　茨

無料の耐震
診断
市が派遣する
専門家による
耐震診断

　　芋

耐震補強計画
作成の補助
補助限度額は
⚑⚔万４千円
※茨未実施の
場合⚑⚕万４千円

　　鰯
耐震補強工事
の補助
補助限度額は、
一般世帯⚕⚐万円、
高齢者などの
世帯⚗⚐万円
※所得税・固定
資産税が優遇
されます

耐震シェルタ耐震シェルターー
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▲祇園原開発の碑（加茂川町）

▲神鹿園の鹿

▲奉加帳（冒頭部）




